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仲
間
と
競
争
せ
ず
、
弱
い
人
と
共
に
団
結
し
て
闘
お
う
。 

 

な
く
そ
う
差
別
！
運
転
免
許
証
の
本
籍
地
記 

仲
間
と
競
争
せ
ず
、
弱
い
立
場
の
人
と
共
に
団
結
し
て
闘
お
う
。 

期
間
雇
用
社
員
の
希
望
者
全
員
の
正
社
員
化
を
。 

め
ざ
せ
、
均
等
待
遇
、
な
く
そ
う
差
別
！ 

ユ
ニ
オ
ン
は
労
契
法
裁
判
に
勝
利
す
る
ぞ
！ 

 Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
ま
し
た
！

 
未
来
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
も
見
れ
ま
す
。
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ユ
ニ
オ
ン
長
崎
で
検
索
！

 

 

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

一
月
十
九
日
、
第
百
六
十

八
回
芥
川
賞
が
佐
藤
厚
志
の

「
荒
地
の
家
族
」
と
決
ま
っ

た
。
新
聞
で
は
先
の
東
日
本

大
震
災
で
の
家
族
の
生
き
方

を
描
い
て
い
る
小
説
と
い
う
。

作
者
は
「
震
災
が
忘
れ
ら
れ

る
こ
と
へ
の
抵
抗
に
な
れ

ば
・
・
」
と
語
る
。 

一
月
十
八
日
、
東
京
高
裁

は
東
電
・
福
島
原
発
で
の
業

務
上
過
失
致
死
事
件
で
、
東

電
幹
部
を
無
罪
と
し
た
。 

事
故
か
ら

十
二
年
も
た

つ
の
に
、
い

ま
だ
に
多
く

の
人
が
自
宅

に
帰
れ
な
い

大
事
故
を
、

予
測
不
能
と

し
て
許
さ
れ

る
な
ら
、
次
も
ま
た
事
故
が

起
き
、
ま
た
問
責
無
し
と
な

ろ
う
。 

い
く
ら
国
策
の
原
発
だ
か

ら
と
し
て
も
、
国
民
に
被
害

を
与
え
て
い
い
は
ず
が
な
い
。

こ
ん
な
不
条
理
の
も
と
で
震

災
が
次
第
に
過
去
と
な
る
と

き
、
こ
の
受
賞
作
で
あ
れ
ば

と
思
う
。 

 

こ
の
芥
川
賞
は
一
九
二
七

（
昭
和
二
）
年
に
「
ぼ
ん
や

り
と
し
た
不
安
」
と
い
う
迷

言
を
残
し
自
殺
し
た
作
家
・

芥
川
龍
之
介
を
追
悼
し
、
文

藝
春
秋
社
の
作
家
・
菊
池
寛

が
始
め
た
も
の
だ
。 

 

芥
川
と
菊
池
は
東
京
帝
大

の
同
期
で
、
後
日
の
雑
誌
・

文
藝
春
秋
で
の
追
悼
文
で

「
彼
の
ご
と
き
高
い
教
養
と
、

和
漢
洋
の
学
問
を
備
え
た
作

家
は
、
今
後
絶
無
で
あ
ろ
う
」

と
最
大
の
賛
辞
を
お
く
り
、

「
同
誌
の
続
く
限
り
、
龍
之

介
の
随
筆
集
を
掲
載
す
る
」

と
述
べ
る
。 

こ
の
言
葉
通
り
一

九
三
五
「（
昭
和
十
）

年
、
菊
池
は
芥
川
賞
を

創
設
し
、
芥
川
の
名
前

は
以
来
八
十
八
年
も

日
本
文
壇
界
に
光
り

続
け
る
こ
と
と
な
る
。 

 
ち
な
み
に
こ
の
賞
の
第
一

回
の
受
賞
作
は
石
川
達
三
の

「
蒼
氓
」
だ
っ
た
。
こ
の
小
説

は
、
貧
困
か
ら
ブ
ラ
ジ
ル
移

民
を
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た

人
々
を
、「
国
に
よ
る
棄
民
」

と
し
た
小
説
で
、
今
回
の
受

賞
作
の
大
震
災
の
原
発
事
故

で
の
棄
民
策
と
通
底
す
る
も

の
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。 

 

小
説
は
時
代
を
映
す
鏡
で

あ
る
が
、
石
川
達
三
は
こ
の

二
年
後
、
中
国
と
の
戦
争
の

従
軍
記
者
と
し
て
南
京
に
入

り
、「
生
き
て
い
る
兵
隊
」
を

「
中
央
公
論
」
に
書
く
が
、

国
と
軍
は
こ
れ
を
直
ち
に
発

禁
と
し
、
石
川
も
「
聖
戦
に

従
う
軍
を
誹
謗
し
た
」
と
し

て
、
懲
役
四
年
の
刑
と
な
る
。

戦
争
と
と
も
に
言
論
へ
の
弾

圧
が
急
激
に
進
ん
だ
の
だ
。 

 

時
代
は
下
り
現
代
だ
が
、

暮
れ
の
京
都
・
清
水
寺
の
昨

年
の
漢
字
が
「
戦
」
と
決
ま

っ
た
が
、
同
じ
流
行
語
で
も

ス
ポ
ー
ツ
の
「
ブ
ラ
ボ
ー
」

や
「
村
神
様
」
と
は
だ
い
ぶ

趣
が
違
う
。 

ま
た
タ
レ
ン
ト
の
タ
モ
リ

が
、
十
二
月
に
「
今
は
新
た

な
戦
前
だ
」
と

テ
レ
ビ
の
「
徹

子
の
部
屋
」
で

述
べ
て
話
題
に

な
っ
た
が
、
ま

さ
に
そ
の
通
り

だ
と
思
う
。 

 

戦
前
や
戦
中

に
、
国
や
軍
に

反
対
す
る
言
葉
を
発
す
る
こ

と
は
、
い
つ
の
時
代
も
大
変

に
勇
気
が
い
る
と
思
う
。 

か
の
菊
池
寛
も
一
九
三
七

年
の
日
中
戦
争
の
始
ま
り
に

対
し
て
、
文
藝
春
秋
で
「
中

国
と
の
戦
争
は
遺
憾
だ
。
そ

も
そ
も
四
億
も
人
が
い
る
中

国
を
屈
服
さ
せ
る
こ
と
な
ど

で
き
な
い
」
と
国
の
戦
争
策

を
批
判
し
て
い
る
。
ま
だ
こ

の
こ
ろ
は
い
く

ら
か
自
由
だ
っ

た
の
だ
。 

 

し
か
し
そ
れ

か
ら
大
政
翼
賛

会
や
、
作
家
な

ど
に
よ
る
日
本

文
学
報
国
会
の

発
足
で
、
菊
池

な
ど
の
文
芸
界
も
「
戦
争
協

力
」
を
公
言
す
る
に
至
る
。 

 

無
論
、
歴
史
的
に
は
あ
く

ま
で
も
抵
抗
を
つ
づ
け
た
人

も
い
た
が
、
多
く
の
作
家
や

言
論
人
が
、
和
平

派
と
み
ら
れ
て
い

た
非
軍
人
の
近
衛

文
麿
首
相
ら
に
よ

る
新
体
制
＝
翼
賛

体
制
に
包
囲
さ
れ

て
い
く
。
そ
れ
ほ

ど
、
現
実
の
戦
争

は
国
民
を
一
気
に

戦
争
協
力
者
に
さ

せ
て
し
ま
う
の
だ
。 

 

最
後
に
、
現
代
を
生
き
た

新
聞
記
者
・
轡
田
隆
史
（
元

朝
日
新
聞
記
者
）
は
、
反
省

の
弁
と
し
て
い
か
に
書
く
。 

「
一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
）

年
一
月
十
七
日
に
、
伊
勢
神

宮
が
空
爆
を
受
け
た
た
め
、

『
断
乎
憤
激
大
会
』
が
開
か

れ
、
大
日
本
は
神
国
な
り
、

と
叫
ん
だ
。
主

催
は
恥
ず
か
し

な
が
ら
大
日
本

言
論
報
告
会
だ

っ
た
」。（「
今
日

は
ど
ん
な
日
」

朝
日
文
庫
）。
新

聞
記
者
ま
で
が

翼
賛
で
戦
争
に

加
担
す
る
時
代

の
現
実
だ
っ
た
。 

 

い
ま
政
治
家
が
「
台
湾
有

事
は
日
本
有
事
だ
」
と
公
言

す
る
。
先
の
戦
前
に
は
「
満

蒙
は
日
本
の
生
命
線
」
と
し

て
中
国
と
の
戦
争
へ
な
だ
れ

込
ん
だ
の
と
ど
う
違
う
の
か
。

は
っ
き
り
し
て
い
る
の
は
、

満
州
も
蒙
古
も
台
湾
も
他
国

領
土
で
あ
る
。
こ
の
意
識
で
、

敵
基
地
先
制
攻
撃
論
を
と
れ

ば
、
相
手
国
も
宣
戦
布
告
と

と
る
の
は
明
白
だ
。
政
治
家

は
戦
争
回
避
が
仕
事
で
あ
り
、

私
た
ち
も
そ
ん
な
政
治
家
を

選
び
、
自
ら
も
憲
法
を
守
り
、

戦
争
政
策
に
反
対
し
続
け
る

こ
と
が
大
事
だ
。 

 

新
た
な
現
代
の
戦
前
に
ど

う
生
き
る
の
か
。
現
実
の
戦

争
の
前
に
、
私
た
ち
一
人
一

人
が
問
わ
れ
て
い
る
の
だ
。 

 

 

全労協・郵政産業労働者 

ユニオン長崎中郵支部 

機関紙「みらい」 

ＮＯ．４319 

`23 年1 月24 日（火） 

℡･Fax 095-828-1953 

  文責 支部書記長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期間雇用パート労働者の皆さん! 困リごとは職場の郵政ユニオンへご相談を。      

1 集-海江田, 2 集-向井, 3 集-山田, 支部・分会の役員へ。        


